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The Nail and Health

Hikaru ETO

Abstract
It is well known that the nail is important not only for protecting fingers, helps doing delicate work, keeps standing bal-

ance, and for gait dynamics, but also for cosmetic reasons. Beautiful nails give clean and healthy image to others. From med-
ical standpoint, the nail shows various signs according to one’s health conditions, and therefore, it is said that the nail is a 
health barometer. If the sign appears on one or a few limited nails, it means the disease is skin limited, and the sign appears 
on most or all the nails it means the disease is systemic. It is known that the nail abnormality appears approximately 10% of 
all the skin diseases. In the present paper, I will show various nail changes related to systemic diseases, including onycholy-
sis, white nail, yellow nail, brown and black nail, red nail, Hippocratic fingers, spoon nail, onychoatrophy, and abnormalities 
of periunguial regions.
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は じ め に

爪は皮膚の角質層から発生した皮膚附属器官であり，
動物では武器として，あるいは木登りなどの行動の際に
重要な役割を果たすものとして進化してきた。われわれ
人間では武器としての役割は少なくなり，知的活動が活
発になるにつれ，指先の保護，細かい手作業や強い力を
入れる際に後ろから指先の軟部組織を支える役割を担
い，足では歩行や走る際の蹴り出しとバランス保持のた
め重要な役割を持つようになってきた。医学の父ヒポク
ラテス（前460–？）が活躍した古代ギリシャ時代から，
爪の診察が重視されてきたように，全身性疾患では爪に
さまざまな変化が生じる。また爪は皮膚の角層から分化
した組織であることから皮膚疾患に伴う爪病変も多い。
一般に爪に現れる主な異常は，色調の変化，形の変化，
性状の変化，および爪周囲の皮膚変化に分類される
（Table 1）。全身性疾患に伴う爪変化の特徴として，すべ
ての爪に病変が生じること，足よりも手の爪に先に症状
が生じること，および内臓病変の発症に先行して爪の変
化が生じることが指摘されている 1）。

1.　爪の色調の異常

1–1.　白い爪（leuconychia）
爪が白く濁って見える場合，爪甲自体が白く混濁する

爪甲の不全角化と粗造化，爪甲と爪床の接着が解離して
裂隙を形成する爪甲剥離，爪下の結合組織の浮腫と膠原
線維の増生とがある。爪甲自体の白濁の原因は爪母で形
成された爪が不全角化の状態で前方に移動することによ
る。生理的な白点，遺伝性，外傷，寒冷，高濃度の塩分
曝露によるものなどがある。皮膚疾患では爪白癬が最も
多く重要である（Fig. 1）。また皮膚が厚く盛り上がる乾
癬も似たような症状を呈する。白い横線はかつて急性砒
素中毒の特徴的変化と考えられ，Mee’s lineと呼ばれて
いたが，タリウム，鉛，化学療法，急性疾患など種々の
原因で見られる 2）。爪甲剥離症は全身疾患では甲状腺機
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Fig. 1.　爪白癬．


